
 

 

 

宮
崎
淳
さ
ん
の
追
悼
本
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ト
ル
コ
と
日
本
と
は
、
今
か 

ら
百
二
十
五
年
前
に
起
き
た 

海
難
事
故
を
き
っ
か
け
に
、

結
い 

  

叶 

 

 

  

様 

  

徒 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

十
二
月
十
五
日
、
京
都
の 

清
水
寺
で
、
今
年
の
世
相
を

表
す 

 
 

 
 

 
 

友
好
関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
で
は
、
各 

国
の
救
助
チ
ー
ム
が
駆
け
つ

け
る
中
で
、
ど
こ
よ
り
も
長
期

に
渡
っ
て
活
動
に
あ
た
っ
て
く 

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一 

二
五
周
年
と
い
う
節

目
の
年
に
、
国
民
の

八
三
・
二
％
が
日
本

と
の
関
係
を
友
好
関

係
に
あ
る
と
回
答
し

た
そ
う
で
す
。 

 

い
た
だ
い
た
本
が
、

ト
ル
コ
と
の
友
好
親

善
と
、
世
界
の
平
和

の
礎
と
な
る
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

 表
す
漢
字
は
「安
」と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
安
保
法
制
、
自

然
災
害
、
テ
ロ
へ
の
不
安
な
ど

が
背
景
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。 

 

本
校
は
、
今
後
も
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
て
、
安
全
・安
心
な
学
校
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

       
ル 

 
 

こ
っ
て
い
る
こ
と
が
介

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
わ

が
家
の
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
利

用
ル
ー
ル
」
を
決
め
よ
う
と
い

う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
①
個
人
情
報
を

書
き
込
ま
な
い
、
教
え
な
い 

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
時
間
を
決
め
、
家
族
が

い
る
場
所
で
利
用
す
る 

③
フ 

 
 

 

 

十
二
月
八
日
（
火
）、
福
岡

市
在
住
の
ト
ル
コ
人
、
エ
ン
シ

ジ
・ム
ラ
ー
ト
さ
ん
が
来
校
さ

れ
、
四
年
前
の
大
地
震
で
、
救

援
活
動
中
に
亡
く
な
ら
れ
た 

  

平成２７年１２月２４日（木）         校長室だより 「熊中」                   第１５号

金） 

校 長 室 だ よ り 

第  １ ５  号 

北九州市立熊西中学校 

校長  江口  恵子 

ク
ー
ル
な
（
い
か
し
た
）
生
徒 

マ
ナ
ー
を
守
る
（
礼
儀
を
わ
き
ま
え
た
）
生
徒 

ニ
ー
ズ
が
あ
る
（
必
要
と
さ
れ
る
）
生
徒 

シ
ー
ン
を
創
れ
る
（
場
面
を
演
出
で
き
る
）
生
徒 


